
@ 市民
.水と緑と土のにおいがいっぱいの

住みよいあぴこにします

・心と体をきたえ 生き生きと働き
伸びゆくあぴこにします

・老人を大切にし子どもの夢を育て
幸せなあぴこにします

・ふるさとを愛し文化を高め
豊かなあぴこにします

・みんなで話しあい きまりを守り
明るいあぴこにします
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ミュージカルの成功を期
待しています。 白鳥の夢
追いかけて手賓の夏。

シンボルマ ク

(大野敦子さん作)

原作者 下車明男さん
(湖北台在住)

曲づくりへの思い

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は、

市
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
出
演
す
る

手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

8
月
お
日

-
M
日
の
2
日
間
市
民

会
館
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
皆

さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

初
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
「
コ
ン

サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
を
鑑
賞
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
も
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
親
子
で
楽

し
め
る
手
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。原

作
は
公
募
に
よ
り
、
お
作
品
の

し
も
ふ
じ
は
る
お

中
か
ら
下
藤
明
男
さ
ん

(写
真
左
上
)

の
応
募
作
品
「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ

た
白
鳥
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

物
語
は
、
沼
、
鳥
、
自
然
環
境
、

家
族
の
つ
な
が
り
を
テ
l
マ
に
し
、

「
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
我
孫
子
に
ぴ
っ
た
り
の
内

容
で
す
。

手
賀
沼
の
水
質
ワ
ー

ス
ト

ワ
ン
返
上
を
ア
ピ
ー
ル

ま
た
、

手
賀
沼
は
訂
年
間
続
い
た

「
水
質
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
」
を
返
上
し

ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
「
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
返
上
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と

し
て
、
我
孫
子
市
民
が
環
境
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。

作曲 丹保剛さん

(中峠在住)

今回、ミュージ力ル

の曲をつくるにあた

り、 「自を閉じれば

浮かんでくるふるさとの沼や森の姿Jr草の
香りのする風や野に咲く小さな花Jr遠くヘ
行ってしまった大切な人への思いJなどを

思い浮かべ、 1曲1曲心を込めて書きあげ

ました。 一人ひとりの 「ふるさとの貰jに

なれば良いと思っています。

私たちのまちにある沼。渡り鳥の仲間は、春になると北ヘ帰っ

ていくのに、夏のあいだもずっと沼に住んでいる白鳥がいました。

翼に、釣り人が捨てたつり糸が絡みつき、飛べなくなってしまっ

たためです。でも、冬になって戻ってきてくれた白鳥と結婚し、

やがてこの沼で家族が増えていきました。

卵をねらうカラスや、野良犬など、危険な自にあいましたが、

つり糸をはずしてくれた親切な人聞に出会ったり、河童や楽しい

仲間がいるこの沼が、新しいふるさとになっていきました。

白鳥のリーダーは、 「飛べるようになったら北ヘ帰らなければ

白鳥ではないJと迫りますが、白鳥夫婦がこの沼に住み続ける気

持ちは蛮わりません。

そんな白鳥の家族を中心に、美しい歌を奏でる沼の女神や妖精

たち、河童やウナギのおとぼけコンビ、 生物探横隊の子どもたち

と大人たちのドラマが重なります。

じすらa 主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん

出
演
者
は
3
歳
か
ら
お
歳
ま
で
総

勢ロ
J
O人
。
土
曜

・
日
曜
を
中
心

に
稽
古
を
行
い
、
お
互
い
の
究
流
を

深
め
な
が
ら
意
欲
的
に
歌
、
ダ
ン
ス
、

演
技
な
ど
の
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

。
マ
l
シ
ユ

(
母
白
鳥
)
役
:・大
谷

明
子
さ
ん

(写
真
左
上
)
お
日
出
演
。

み
ん
な
の
力
が
ひ
と
つ
に
な
れ
ば

き
っ
と
す
ご
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
日
暮
美
穂
さ
ん
(
写

真
左
下
)
M日
出
演
。
歌
に
芝
居
と
、

と
て
も
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
白

鳥
や
沼
の
仲
間
の
気
持
ち
が
届
く
よ

う
頒
張
り
ま
す
。

.， 

。
子
白
鳥
役
の
子
ど
も
た
ち

(
写
真

上
か
ら
佐
藤
さ
ん
、

海
老
原
さ
ん
、

小
池
さ
ん
、
小
溝
さ
ん
、
平
田
さ
ん
)

み
ん
な
で
練
習
頒
張
っ
て
ま
す
。
楽

し
い
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
待
っ
て
ま
す
。

本番に向けての歌稽古

オ
リ
ジ
ナ
ル
抱
曲
に
よ
る

本
格
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

台
本
は

2
幕
M
場
、
曲
は
間
保

剛
さ
ん
(
写
真
左
上
)
の
全
曲
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
官
。
ま

へ
の
賛
歌」
、

「ぼ
く
は
河
童
の
パ
ッ
キ
I
」
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
曲

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

演
奏
は
、
我
孫
子
吹
奏
楽
団
と
我

孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
に
エ
レ
キ
バ
ン
ド
を
加
え
た
編

成
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
巴
市
内
・

近
隣
在
住
の
専
門
家

。
長
沢
け
い
子
さ
ん

(
演
出

・
劇
団

朝
の
会
主
宰
)
泣
い
た
り
、
笑
っ
た

り
、
怒
っ
た
り
、
そ
し
て
愛
し
あ
っ

た
り
、
心
が
ぶ
つ
か
る
、
ミ
ス
テ
リ
ー

パ
ワ
1
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

。
宇
陀
悦
子
さ
ん

(
作
詞
)
大
切
に

し
た
い
も
の
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い

る
生
命
力

・
優
し
さ
を
歌
詞
に
込
め

ま
し
た
。

。
丹
保
剛
さ
ん
(
作
曲

・
編
曲

・
音

楽
監
督
)

。
梅
原
め
ぐ
み
さ
ん
(
編
曲
)

。
高
橋
美
代
子
さ
ん

(
振
付

・
現
代

舞
踊
研
究
所
主
宰
)
幻
世
紀
は
心
の

時
代
、
み
ん
な
の
力
と
心
を
あ
わ
せ

稽
古
し
て
い
ま
す
。

。
藤
原
ま
な
み
さ
ん

(
振
付

・
M
A

N
A
M
I
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

主
宰
)
こ
れ
だ
け
幅
広
い
年
齢
層
が

出
演
す
る
舞

1
i
l
i
l
i
-
-凶
・

在
家
に
一
‘
，
昼
.

あ
り
ま
せ
ん
。一
阿

古

振
付
の
練
習

一

da--直
司

a

・

は
、
み
ん
な

「

l
i
l
1
1
12

の
熱
気
で
蒸
し
風
呂
状
態
。
こ
の
熱

気
が
本
番
で
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

O
大
西
裕
貴
子
さ
ん
(
振
付

・
Y
O

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
主
宰
)
み
ん
な
で

ひ
と
つ
の
作

1
l
i
l
i
-
-
I
j

品
を
つ
く
り

一
-Lhh
E

，IH
-

あ
げ
て
い
く

画

圃

ゴ

咽

1
1」

こ
と
の
難
し

一

aaa'

・3

一

さ
と
紫
晴
ら

「
1
1
1
1
1
1
1
1」

し
さ
を
、
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

運
営
あ
ぴ
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

実
行
委
員
会

主
催

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

本
日
か
ら
入
場
券
を
発
売

入
場
券
販
売
所

ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら

が
、
市
民
会
館
内
売
庖
ひ
ろ
が
り
、

荒
井
害
庖
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子

庖
、
東
京
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ
い

入
場
料

1
0
0
0
円
(
高
校
生
以

下
6
0
0
円
)
〈
全
席
指
定
)

園

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

人 ちまれるを誇手賀沼し存北
ハ鳥がと
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全
国
的
に
少
子

・
高
齢
化
が
進
む

な
か
、

我
孫
子
市
で
も
、
高
齢
化
率

は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
3
月
末
に
、
市
の
人
口
に
占

め
る
侃
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
、
い

わ
ゆ
る
高
齢
化
率
は
日
・
8
%
に
な

り
ま
し
た
(
表
1
参
照
)
。

凶
年
度
は
、
介
護
が
必
要
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
介
護
認
定
審
査
会
を

位
回
開
催
し
、

3
6
0
2
件
を
審
査

判
定
し
ま
し
た
。

(
認
定
期
間
は
6

カ
月
か
ら
1
年
)

日
年
3
月
末
で
、要
介
護
(
支
援
)

者
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
2
5
8
3

期
待
さ
れ
た
効
果
が
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す

「
介
護
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
」
制
度
と
し
て
、
平
成
句
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
。
介
護
が
必
要

と
い
う
認
定
を
受
け
、
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が、

高

齢
者
の
介
護
予
防
や
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
制
度
導
入
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
た
効

果
が
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。
リ円
年
度
の
利
用
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
方
は

2
5
8
3
人

" 
怠第 1096号

人
で
前
年
と
比
べ
て
、
4

1
2
人
の

増
加
と
な
り
ま
し
た

(
表
2
参
照
)
。

認
定
を
受
け
た
方

4
人
に

3
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

企デイサービスでのひとこま(くおん苑通所介護事業所で)

介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
増

え
、
保
険
給
付
も
伸
ぴ
て
い
ま
す

(
表
3
参
照
)
。

-
人
あ
た
り
が
利
用
す
る
ザ
l
ピ

ス
の
量
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
度
別
に

1
カ
月
に
利
用
で
き
る
上
限
額
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
支
給
限
度

額
と
い
い
ま
す
。
支
給
限
度
額
に
対

す
る
利
用
の
割
合
(
対
支
給
限
度
額

比
率
)
の
伸
び
が
、
利
用
量
の
増
加

を
現
し
て
ま
す
。

(
表
4
参
照
)
。

な
お
、
市
で
は
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
独
自
に
支
給
限
度
額
を
超

え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
、
超
過
分
(
初
%
超
過
ま

で
)
の
2
分
の
1
を
助
成
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ザ
l
ピ
ス
を
在
宅
と
施
設

利
用
に
分
け
る
と
、
利
用
者
数
で
は

在
宅
が
7
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
費
用
で
は
施
設
が
5
割
を
超
え

て
い
ま
す

(
表
5
参
照
)。

し
か
し
、
認
定
を
受
け
た
方
の
す

べ
て
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
4
人
に
1
人
は
、

「
今
は
家
族
介
護
で
何
と
か
や
っ
て

い
け
る
」
な
ど
の
理
由
で
、
サ
ー
ビ

ス
(
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
購
入
を

を
除
く
)
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

(
表
6
参
照
)
。

介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
基
準
を
独
自
に
作
成

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
お
お

む
ね
順
調
で
す
が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
(
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
)
の
利

用
希
望
者
が
増
え
、
す
ぐ
に
入
所
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
従
来
の
申
込
み
順
か

平成 14年度の介護保険の状況

率
一も

'
d
-
O
J
 

4
u
-Q
U
 

齢
一5

高
一1

65歳以上の人口と高齢化率

市の人口 |うち 65歳以上

129，530人I20，485人

V表 1

ら
介
護
の
必
要
度
を
優
先
す
る
入
所

基
準
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
基
準

に
基
づ
い
て
今
年
の
6
月
に
待
機
者

3
5
9
人
の
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
待
機
者
を
解
消
す
る
た
め
、

日
年
度
か
ら
凶
年
度
ま
で
の
5
カ
年

計
画
で
あ
る
第
2
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
2

施
設
の
整
備
(
定
員
合
わ
せ
て
1
2

0
人
)
と
1
施
設
(
定
員
初
人
)
の

着
工
ま
で
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
の
積
極

的
な
整
備
を
位
澄
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
凶
年
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ

15年3月末

V表 2

13年度 |対前年度増減比

27億 8，836万円I 12.8% 

、っと
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
紹
介
す
る
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
便
利
帳
」
を
作
成
し
、
介
護
認
定

者
を
対
象
に
配
布
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
事
業
者
の
自
己

評
価
基
準
や
第
三
者
評
価
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

保
険
料
は
大
切
な
財
源
、

収
納
率
は
前
年
並
み

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制
度

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
費
用
の
支
払
い
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

u
H
年
度
の
介
護
保
険
料
現
年
度
分

の
収
納
率
は
、
銘

・
5
%
で
す

(表

ア
参
照
)
。

固

介
護
支
援
課

・
内
線
3
1
3

我JI子北放置自転車保嘗所が移転:，~lージャンボ室〈じを発売
我孫子北放置自転車保管所は7月2日闘に廃止し、後日放置

自転車保管所 (下図)ヘ移転します。

連絡先 後田放置自転車保管所ft7183-5470 

国交通整備課・内線332

市町村の振興を自的に、サマージャンポ宝く

じが、 7月14日(聞から8月1日幽まで、全国の

宝くじ売場で発売されます。

V主怠当ぜん金

後回放置
自転車保管所

等 級 当せん金 本数

1等 2億円 42本

1等の前後賞 5000万円 84本

2等 1億円 168本

3等 100万円 420本

フツキーレジャー賞 50万円 420本

宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい

まちづくりのために使われます。

圃財政担当・内線220

夏の節電にご協力を

夏は、消費電力の増える季節です。特巴、舎

年は夏巴向げて、 関東圏で電力不足ガ生じるお

それがあります。節電巴ご協力をお願いします。

憲庭でできる節電封筒

O冷房の温度は高めに設定する

O不要な照明はこまめに切る

01日1時間テレビ利用を減らす

O 使っていなし1テレビやビデオは主電源を切る

O温水洗浄便座は、 使わないときはふたを閉め、

設定温度を低めにする

国手賀沼課 ・内線568東京電力側千葉力ス

タマーセンターft0120-99-5556 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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市
営
住
宅
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一ー一一
一
一一一-
~・

募
集
内
容
下
表
を
参
照

入
居
資
格

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
①
市
内
に
在

住

・
在
勤
の
方
⑦
誕
宅
に
困
窮
し

て
い
る
方
③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
④
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
方

※
単
身
者
は
、
身
体
障
害
者
で
1
級

-ー-.. t1 事

祭礼による交通規制に

ご協力を

か
ら
4
級
の
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
ま
た

は
原
爆
被
爆
者
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
が
身
体
障
害
者
世
帯
向
け
住
宅

に
入
居
可
能

入
居
資
格
収
入
基
準

(
平
均
月
額
)

。
一

般
世
帯
・:却
万
円
以
下

O
高

齢
者

・
障
害
者
の
世
帯
:
・
お
万
8
0

0
0
円
以
下

申
込
書
配
布

・
受

付

期

間

7
月

1

日

ωか
ら
7
月
お
日
附

提
出
書
類

②
巾
営
住
宅
入
居
申
込

書
②
市
営
住
宅
入
居
調
書
③
入

居
者
会
員
の
住
民
票
(
外
国
人
は
外

国
人
登
録
済
証
明
書
)
@
入
居
者

会
員
の
所
得
を
証
明
す
る
誉
類
(
学

生
は
学
生
証
の
写
し
)

※
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ

か
に
も
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

7
月
は
八
坂
神
社
の
祭
礼
と
湖
北

ま
つ
り
(
い
ず
れ
も
四
日
出
、
初
日

制
)
が
行
わ
れ
、
我
孫
子
駅
南
側
と

湖
北
駅
北
側
で
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す
。

八
坂
神
社
祭
秘

車
両
通
行
止
め

o
m
m
日
出

血'@
i
③
:
・
午
後
4
時

か
ら
日
時

。
初
日
嗣

a'@
i
@
-
n
⑤
1
②

.・・
午
前
9
時
泊
分
か
ら
午
後
日
時

(
た
だ
し
、
③
か
ら
⑤
、
⑤
か
ら
②

は
午
後
O
時
初
分
か
ら
2
時
ぬ
分
ま

で
通
行
で
き
ま
す
)

(
部
分
通
行
止
め
〉
(
初
日
嗣
)

-
@
i
⑤
・
・
・
午
後
6
時
日
分
か
ら
7

時
加
分
、

7
時
mw
分
か
ら
8
時
叩
分

・
@
1
@
・・・
正
午
か
ら
午
後
4
時

入
居
可
能
日
9
月
5
日
幽

※
落
選
者
は
、

1
年
閉
ま
た
は
次
回

募
集
ま
で
補
欠
者
と
し
て
受
録
さ
れ

(
今
回
申
し
込
ん
だ
住
宅
の

ま
す
。

み
)

固

施
設
建
設
課

・
内
線
5
7
0

v募集内容

名称 募集戸数フ 家賃月額階数所在地 交通 年建築度
タイ
1戸 20.400円

3DK 1階 栄
(65畳畳・・6D畳K・33.700円 9 4.5.' OK) 我孫子駅から 昭和

栄
1戸

番
徒歩15分 56年22.400円 17 

3DK 3階 号
(6畳・D6K畳)・
6畳・ 37.000円

1戸 25.300円 東我孫子
3DK 

我東 (6畳・D6K畳)・
2階 1丁目

6畳・ 41.900円 9番17号東我孫子駅 昭和
孫

1戸 から徒歩1分60年子 23.800円 東我孫子
A 3DK 2階 1丁目

(65畳畳・6D畳K・
4.51:.0K) 39.500円 9番18号

一
方
通
行

。
初
日
同

・
⑤
4
⑮

:
午
前
9
時

初
分
か
ら
午
後
叩
時

パ
ス
の
運
行

(
阪
東
パ
ス
〉

宮
7
1
8

5
・
2

7

7

1

 

o
m
m
日
出

午
後
2
時
却
分
以
降
の

市
役
所
経
由
は
す
べ
て
第

一
小
学
校

経
由
に
な
り
ま
す
。

o
m
日
嗣
午
前
9
時
ま
で
の
市
役

※家賃は、収入により4段階になっています。
※高齢者・障害者世帯t;t、基準額により家賃が変わることがあります。
※仁二コlふ 身体障害者世帯向け住宅です。

所
経
由
は
第

一
小
学
校
経
由
に
、
9

時
初
分
以
降
の
我
孫
子
駅
南
口
発
着

は
運
休
に
、
9
時
以
降
の
布
佐
駅

・

湖
北
駅
南
口
か
ら
の
我
孫
子
駅
行
き

は
、
東
我
孫
ヱ
工
阜
庫
止
ま
り
に
な
り

ま
す
。

(
関
東
鉄
道
パ
ス
〉

宮
0
2
9
7
・

花

・
1
1
0

9

0
mm自
国

通
常
連
行

。
羽
田
岡
我
孫
子
駅
発
着
は
、
す

水稲防除に
ご協力を

9日(水)7月8日(火)・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
稲
防
除

は
、
広
域
で
実
施
す
る
こ
と
で
防
除

効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
薬
剤
の

過
剰
使
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
良
質

米
を
安
定
し
て
生
産
す
る
‘
?
え
で
も

重
要
な
防
除
手
段
で
す
。

次
の
と
お
り
水
稲
防
除
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

・
場

所

7
月
8
日

ω・:
利
根

川
沿
い
水
田

7
月
9
日
附
:
・
手
賀

沼
沿
い
水
田

ベ
て
運
休
と
な
り
ま
す
。

〈
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
パ
ス
〉

宮
7
1
8

5
・
5

8
1
8

0
初
日
嗣
鈴
木
電
装
前

・
東
海
銀

行
前

・
ラ
イ
フ
前

・
醤
厚
設
備
工
業

前

・
ヤ
ク
ル
ト
我
孫
子
セ
ン
タ
ー
前

の
各
停
留
所
へ
の
運
行
は
休
止
し
ま

す
。
他
の
停
留
所
に
は
遼
行
し
ま
す

が
、
予
定
時
間
よ
り
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

-八坂神社祭礼(19・加日)交通規制図

※
両
日
は
、
柏
市
と
沼
南
町
で
も
水

稲
防
除
を
行
い
ま
す
。

※
日
程
変
更
の
際
は
、
広
報
率

・
防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
間

午
前
4
時
却
分
こ
ろ
か
ら
8

時
却
分
こ
ろ
(
天
候
等
に
よ
り
、
終

了
時
聞
が
遅
れ
る
場
合
あ
り
)

※
住
宅
密
集
地
域
付
近
は
1
0
0
m

程
度
の
緩
街
地
帯
を
設
け
、
幹
線
道

路
付
近
と
併
せ
て
交
通
量
の
少
な
い

早
い
時
間
帯
に
実
施
し
ま
す
。

防
除
中
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

*
当
日
は
、
危
被
害
防
止
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

*
防
除
中
は
、
区
域
内
で
の
散
歩
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

*
薬
剤
が
身
体
等
に
付
着
し
た
場
合

は
、
念
の
た
め
入
浴
、
‘
つ
が
い
、
衣

類
の
洗
濯
を
、
ま
た
、

車
両
に
か
か

っ
た
場
合
は
洗
車
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
防
除
地
域
に
隣
接
し
た
場
所
に
駐

車
し
て
い
る
車
両
に
は
、
作
業
員
が

事
前
に
車
両
カ
バ
ー
を
か
け
ま
す
。

固

農
政
課

・
内
線
5
1
2

湖

お

ま

つ
り

車
両
通
行
止
め

O
叩
日
出

φ
@

i

@
:
午
前
叩
時

か
ら
午
後
5
時

今
@
1
⑤
1
@
1

⑤
i
②
・
・
・
午
後
5
時
か
ら
叩
時

。
初
日
側

争
@
1
⑤
1
。
:・
午
前

日
時
却
分
か
ら
日
時
却
分

φ
@

i

⑤
1
@
1
⑤
1
⑤
・・
午
後
5
時
か
ら

叩
時

つ
つ
じ
荘

・
市
民
体
育
館
巡
回
パ
ス

(
つ
つ
じ
荘
i
E
7
1
8

8
・
0
1

2
3
、
教
育
委
員
会
体
育
課
・
:
宮
7

1
8
7
・
7
5
5
5
)

祭
り
の
期
間
中
、
つ
つ
じ
荘

・
市

民
体
育
館
の
送
迎
パ
ス
は
、
湖
北
駅

南
口
発
着
に
な
り
ま
す
。
運
行
時
間

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固

我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
 

7月12日(土)・13日(日)

特別納税相談
中退共制度のご案内 農地の転用には許可が必要

平日|こ来られ芯い万ご利用ください

平日、仕事などで窓口に来られない方を対象

に、市税(市県民税、固定資産税、軽自動車税)

の納税相談を行います。

当日は、納付も受け付けますので、この機会

をぜひご利用ください。

日時 7月12日出.13日旧)いずれも午前9時

から午後4時
場所市御H本庁収税課
固 収税課 ・内線311(当日はft7185-5843) 

7月から9月は違反転用防止対策強化月間です

農地を農業以外に利用する(農地転用)

場合は、着工前に農地法の許可が必要です。

許可なく農地を建設残土などで埋め立て

たり、建物を建てたりすることは禁止され

ています。

7月から9月は、 「農地違反転用防止対策

強化月間jです。監視強化活動として、県-

市共同で巡回パトロールを実施します。

※農地を転用するときは、必ず農業委員会

にご相談ください。

国 農業委員会・内線362

。適格過竃隼盆割鹿から申温共割鹿への移行

適格退職年金契約をしている事業主が、平成24年3月31日までに

新たに中小企業退職金共済制度(中退共制度)に加入し、同時に移

行の申し出をした場合、中退共への引渡金額に応じた月数 (120カ

月を限度)が通算できます。

。パートタイマーを雇用している方ヘ

退職金は従業員の働く意欲を高め、退職後の生活を支える重要な

ものです。パートタイマーの方には、 一般の従業員の掛金(月額

5000円から3万円の16種類)より低い特例掛金(月額2000円、

3000円、4000円)もあり、加入しやすくなっています。

申し込み等詳しくは、お問い合わせください。

圃 勤労者退職金共済機構中小企業退職金共済事業本部8

03-3436-0151ホームページhttp://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

ζ'J簡(f!eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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mDも日。マ絵ぬl
市民プール

小学校プール開放

市グリーンスポーツセン少ー

-ー-

市
民
プ
ー
ル

7
月
四
日
出
か
ら
8
月

開
設
期
間

白
日
制

時
間

①
午
前
9
時
か
ら
日
時
加
分
、

②
午
前
日
時
紛
分
か
ら
午
後
2
時、

③
午
後
2
時
加
分
か
ら
4
時

ω分

(
1
日
3
回
入
れ
か
え
制
)

※
専
用
貸
し
切
り
・
・
・
午
後
5
時
初
分

か
ら
7
時
却
分
(
要
申
請
)

料
金
中
学
生
以
下
回
円
、
高
校
生

以
上
1
0
0
円
、
専
用
貸
し
切
り
5

2
5
0
円

※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
、
高

校
生
以
上
の
方
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

※
手
賀
沼
公
圏
内
市
民
プ
1
ル
は
、

手
賀
沼
公
園
の
再
整
備
の
た
め
、
今

年
の
利
用
を
最
後
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
少
年
少
女
工
作
教
室

ぼ
く
も
わ
た
し
も
陶
芸
家

t1 怠第 1096号

夏
休
み
に
、
陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
世
界
に
ひ
と
つ

し
か
な
い
自
分
だ
け
の
焼
き
物
を
作

均
辛
品
し
ょ
、
っ
。

日
時
・
内
容

7
月
白
日
同
午
前
日

時
日
分
か
ら
午
後
3
時
:
・成
形
、

8

月
1
日
働
午
後
1
時
日
分
か
ら
4
時

:
・
削
り
、
四
日

ω午
前
日
時
日
分
か

ら
正
午
:
・絵
付
け
、
本
焼
き
、
お
日

ω午
前
日
時
日
分
か
ら
正
午
・・・
作
品

配
布

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

対
象
・
客
員
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
、

先
着
お
人

参
加
費

1
0
0
0
円
(
材
料
費
)

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
で
教
室
、
住
所
、
町
村
旬
、

電
話
番
号
、
学
年
、
保
護
者
名
を
明

記
し
、
〒
2
7
O
I
l
-
6
6
我
孫

子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
問
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
ー

ル
唱
ω
-
s
-
S
o
E
W
C
@
2
q・
ωσ

F
W
0
・n
E
E・号へ

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
1
5
1

小
学
校
プ
ー
ル
開
放

市
内
の
小
学
校
の
プ
1
ル
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

。
一
般
開
放

開
放
校
根
戸
小
、
湖
北
台
西
小
、

湖
北
小
、
布
佐
南
小

開
放
日
時
根
戸
小
、
湖
北
台
西
小
、

布
佐
南
小
・:
7
月
幻
日
細
か
ら
8
月

旦
日
制
午
前
9
時
か
ら
日
時
却
分
、

午
前
日
時
必
分
か
ら
午
後
2
時
、
午

後
2
時
却
分
か
ら
4
時
必
分
湖
北

小
:
・8
月
1
日
幽
か
ら
8
日
働
午
前

9
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か
ら
4

時※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
、
高

校
生
以
上
の
方
の
同
伴
が
必
要
で
す

。
団
体
開
放

開
放
校
我
孫
子
第
一
小
、
我
孫
子

第
二
小
、
我
孫
子
第
三
小
、
我
孫
子

ン講座

初心者向け

ノ、ソ コ

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
の
方
や
、
「市

の
I
T
講
習
会
に
参
加
し
た
け
れ
ど
、

も
う
一
度
学
ん
で
み
た
い
」
方
な
ど

を
対
象
に
し
た
、
や
さ
し
く
、
楽
し

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時
下
表
を
参
照

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

受
講
料

3
0
0
0
円

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

第
四
小
、
並
木
小
、
高
野
山
小
、
湖

北
台
東
小
、
新
木
小
、
布
佐
小

開
撤
回
時

7
月
お
日
聞
か
ら
8
月

1
日
働
午
前
日
時
か
ら
正
午
、
午
後

1
時
か
ら
3
時
(
学
校
に
よ
っ
て
は
、

日
時
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)

利
用
で
き
る
団
体

P
T
A、
子
ど

も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
(
い

ず
れ
も
、
学
区
内
の
児
童
)

申
し
込
み

各
団
体
開
放
校
に
用
意

さ
れ
た
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、

7
月
9
固
ま
で
に
、
利
用
希

望
校
へ
提
出

圃
教
育
委
員
会
体
育
謀
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

公
共
施
設
相
互
利
用
を
し
て
い
る

「取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
の
遊
水
プ
1
ル
が
、

7
月
か

用
、
電
子
メ
1
ル
の
送
受
信

対
象

市
内
在
住
の
時
歳
以
上
の
方

定
員

各

コ

1
ス
白
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

受
講
を
希
望
す
る
コ

1
ス
を
明
記
し
、

7
月
日
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
0
1

1
1
4
7
若
松
お
の
4
我
孫
子
地
区

公
民
館

「パ
ソ
コ
ン
講
座
」
へ

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

講座日程

コース 開講時間 開 講 日
A 9:羽-12:007月29日(火)-
B 12:30-15:00 8月1日(金)
C 15:15-17:45 (4日間)

D 
9:羽-15:308月2日(土)・ 3日(日)
(12~13幅削 (2日間)

E 9:羽-12:308月5日(火)-7日(木)
F 13:30-16:30 (3日間)

ら
8
月
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

利
用
日

7
月
5
日
か
ら
日
固
ま
で

の
毎
週
土
・
日
曜
日
、

7
月
四
日
出

か
ら
8
月
白
日
制
ま
で
毎
日

(
8
月

日
日
開
・
お
日
仰
を
除
く
)

利
用
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
(
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
)

料
金
高
校
生
以
上
5
0
0
円
、
小
・

中
学
生
2
0
0
円
(
室
内
温
水
プ
ー

ル
は
別
料
金
)

※
利
用
の
際
は
市
民
利
用
カ
l
ド
の

提
示
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
の
発
行

は
、
市
民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
謀
、

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

(
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
を
持
参
)

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5
、
取
手
市
グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
宮
0
2
9
7
・

花
・

9
0
9
0

千
葉
県
は
、
市
民
活
動
が
も
っ
と

も
や
り
や
す
い
県

「
N
P
O立
県
千

葉
」
の
実
現
を
目
指
し
、
昨
年
日
月

に
市
民
、

N
P
O
、
企
業
、
行
政
の

協
働
で

「千
葉
県
N
P
O活
動
推
進

指
針
」
を
策
定
し
、
そ
の
行
動
計
画

に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
県
と
N
P
Oと
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
提
案
制
度
の
繁

案
、
制
度
化
後
の
事
業
提
案
募
集
の

方
法
、
平
成
日
年
度
N
P
O活
動
推

進
課
の
事
業
、
千
葉
県
N
P
O活
動

推
進
委
員
会
等
に
つ
い
て
説
明
し
、

地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
て
共

通
認
識
を
持
て
る
よ
う
、

N
P
O
や

県
民
の
皆
さ
ん
と
県
職
員
が
意
見
交

一
枚
4m
羽
毛
の
ら

息
4
m
包
箇
智
恵
A
W
E
-

川、，‘

asA，

烏
の
博
物
館
企
画
展
「
羽
毛
の
ふ
し
ぎ
」
開
催
中

羽
毛
の
お
か
げ
で
、
鳥
は
空
を
飛

ぶ
能
力
と
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
す
み
つ
く
能
力
を
獲
得
し
、
現
在

も
っ
と
も
繁
栄
し
た
動
物
の
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。

展
示
は
、

5
つ
の
サ
ブ
テ
1
マ、

①
こ
の
羽
・
ど
の
羽
・
だ
れ
の
羽
?

②
羽
毛
の
科
学
③
く
ら
し
の
中
の

烏
の
羽
④
私
の
羽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

⑤
羽
を
集
め
て
整
理
し
よ
う
に
沿

っ
て
鳥
の
羽
毛
を
紹
介
。
身
近
な
烏

の
羽
毛
パ
ネ
ル
や
、
私
の
羽
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
見
ど
こ
ろ
た
く
さ
ん
の

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
に
合
わ
せ
、
体
験
学

習
室
内
に

「羽
で
遊
ぼ
う
」
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
ニ
ワ
ト
リ
の

羽
毛
を
使
っ
た
工
作
や
実
験
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

9
月
お
日
制
ま
で

開
館
時
間
午
前
9
時
却
分
か
ら
午

後
4
時
加
分

休
館
日

月
曜
日
(
祝
日
等
の
場
合

は
開
館
し
、
そ
の
翌
日
に
休
館
)

圃
鳥
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

q
L
胃
ょ
っ
L

1970年千葉

大学工学部合

成化学科卒業。

油脂・石けん

の専門研究者。

人と白熱にや

さしい石けんシャンプー、石け

んハミガキ、液体石けんなどの

開発に携わる。全国の消費者団

体、婦人団体、生協などととも

に、石けんの普及運動の一翼を

担い、講演会、学習会の講師と

して活躍。洗剤・環境科学研究

会評議員。

換
を
行
、
っ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

率
直
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
皆

さ
ん
か
ら
N
P
O立
県
千
葉
を
実
現

す
る
た
め
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

7
月
9
日
制
午
後
6

時
か
ら
8
時
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
(
柏
市

柏
6
の
2
の
勾
)

内
容

県
と
N
P
Oと
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
提
案
制
度
の
繁
案
、

県
と
N
P
Oと
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
提
案
募
集
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(
案
)
、
日
杢
度
N
P
O活
動
推
進
課

の
事
業
、
千
葉
県
N
P
O活
動
推
進

委
員
会
、
意
見
交
換

対
象
・
定
員
県
民
・

N
P
O
関

係
者
、
先
着
1
0
0
人

どうして
石けんと合成洗剤

石けん旋風来る

なぜ・はて・
長谷J11治さん

参
加
費
無
料

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
の
い
ず
れ
か
に
「
7
月
9

日
・
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
」、

氏
名
、
団
体
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
県
と
N
P
Oと

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
提
案
制

度
や
千
葉
県
N
P
O活
動
推
進
委
員

会
に
つ
い
て
の
提
案
・
質
問
・
意
見

が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
明
記
し
〒
2

7
0
1
8
6
6
7
千
葉
県
N
P
O
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
(
住
所

省
略
可
)
郎
0
4
3
・
2
2
2
・
0

1
9
0
E
メ

1
ル
ロ
宮

bgN-

同

uzhnEσ
ど
℃
へ

主
催
千
葉
県

圃
同
オ
フ
ィ
ス
宮
0
4
3
・
2
2

3
・
4
1
4
5

暮
ら
し
方
や
地
球
環
境
に
つ
い

て
、
科
学
的
視
点
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
、
っ
。

日
時

7
月
ロ
日
出
午
後
1
時
か

ら
2
時
初
分

場
所
ア
ピ
ス
タ

講
師
長
谷
川
治
さ
ん
(
太
陽
油

脂
側
家
庭
品
部
部
長
)

定
員

先

着

1
2
0
人

参
加
費
無
料

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催
我
孫
子
市
、
我
孫
子
市
石

け
ん
利
用
推
進
協
議
会

圃
商
工
観
光
課
・
内
線
3
2
9
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都部の谷津l• (岡発戸

写真展の作品を募集

-ー-.. ti 事

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の
風
景
や
、

そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
な
ど
を
被
写

体
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

8

月
お
日
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
す

る
写
真
展
に
展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ
開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の

風
景
・
生
物
・
植
物
な
ど

※
谷
津
内
の
土
地
は
私
有
地
で
す
。

稲
の
作
付
け
等
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
撮
影
は
ハ
ケ
の
道
(
山
際
の
道
)

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

之
ど
も
恰
炭
作
り
俄
験
教
室

竹
炭
、

竹

細

工

、
竹

竹

竹

の
楽

し
さ

い

っ
ぽ

い

竹
炭
を
、
竹
の
切
り
出
し
か
ら
、

窯
入
れ
、
窯
出
し
ま
で
、
自
分
の
手

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
場
で
竹
細
工
や
竹
を
利
用

し
た
料
理
な
ど
、
竹
づ
く
し
の
宿
泊

キ
ャ
ン
プ
も
行
い
ま
す
。

日
時

・
内
容

7
月
お
日
出
午
後
1

時
記
分
市
役
所
集
合
、
訂
日
側
午
前 企竹割りも自分の手で

日
時
解
散
予
定
:
・
竹
の
切
出
し
、
窯

入
れ
、
キ
ャ
ン
プ
ほ
か
、

8
月
2
日

出
窯
出
し
、
作
品
配
布

対
象
・
{E

寅
市
内
在
住
の
小
学
校

4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
と
そ
の

保
護
者
(
子
ど
も
だ
け
の
参
加
の
場

合
は
、
保
護
者
の
同
意
書
を
後
日
提

出
)
、
先
着
加
入

参
加
費

8
0
0
円
(
保
護
者
1
5

0
0
円
)

主
催

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

府
錦
、
性
別
、
学
校
・
学
年
、
保
護

者
名
・
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

一T
2
7
O
I
l
l
6
6
我
孫
子
1
6

8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
1
5
1
へ

規

格

カ

ラ
1
4
ツ
切
り
判
で
横
判

(
ワ
イ
ド
判
も
可
)

出
品
料
無
料

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
(
市
外
在

住
の
方
も
可
)

応
募
規
定

⑦
作
品
は
未
発
表
の
も

の、

1
人
3
点
ま
で
②
作
品
は
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
③
作
品

の
裏
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
殿
町
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所
、
撮・3う

影
月
、
題
名
を
明
記
し
た
も
の
を
貼

体
④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
作
品
は
、
そ
の
旨
を
明
記
。
た
だ

し
、
合
成
、
加
工
等
の
編
集
が
さ
れ

て
い
な
い
も
の
に
限
る
⑦
撮
影
時

期
は
聞
い
ま
せ
ん
@
作
品
は
谷
津

に
関
す
る
刊
行
物
等
に
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

応
募
方
法

7
月
却
日
必
着
で
〒
2

7
0
1
1
1
9
2
我
孫
子
市
役
所
手

賀
沼
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま

た
は
持
委

主
催

我
孫
子
市

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
4

自然観察会谷津の
第

4
回
目
の
谷
津
の
自
然
観
瀧
萎

は

「
夏
の
谷
津
の
生
物
た
ち
」
を

テ
1
マ
に
行
い
ま
す
。

開
発
戸
、
都
部
の
谷
津
に
は
、
現

市
民
オ
ー
ナ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
等
を
募
集

我
孫
子
野
外
美
術
展
は
、
ま
ち
に

残
さ
れ
た
自
然
や
文
化
を
大
切
に
思

う
市
民
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に

美
術
展
を
作
り
上
げ
る
、
市
民
に
よ

る
美
術
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
6
回
を
迎
え
る
今
年
は
、
ス
ペ

イ
ン
、
ト
ル
コ
、
ド
イ
ツ
、
モ

1
リ

シ
ャ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
き
、
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
一
般
参
加
者
と
と
も
に
日
月
に

開
催
し
ま
す
。

在
も
多
様
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い

ま
す
。
夏
の
生
物
た
ち
と
出
会
い
ま

せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

7
月
四
日
出
午
前
9

時
却
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場
集
合
、

U
時
加
分
現
地
解
散
予
定

(
小
雨
実

施
、
荒
天
中
止
)

案
内
人
染
谷
迫
夫
さ
ん
、

首
藤
美

恵
子
さ
ん
(
自
然
観
察
指
導
員
)

定

員

先
着
犯
人

参
加
費
無
料

持

参

ル

1
ペ
(
お
持
ち
の
方
)

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

主
催

我
孫
子
市

申
し
込
み

・
圃
電
話
で
手
賀
沼

課
・
内
線
4
6
4
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

8
7
1
8

5
・
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8
5
0

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
企
画
に

賛
同
し
資
金
的
に
支
え
て
く
だ
さ
る

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

。
市
民
オ
ー
ナ
ー

野
外
美
術
展
を

資
金
的
に
支
え
て
く
れ
る
方
:
・
一
口

2
0
0
0
円
の
オ
ー
ナ
ー
チ
ケ
ッ
ト

を
購
入
す
る
か
振
替
口
座

(
0
0
1

2
0
1
4
1
1
4
6
7
5
1
、
我
孫

子
野
外
美
術
展
実
行
委
員
会
あ
て
)

に
振
り
込
み

※
美
術
展
終
了
後
に
作
品

カ
タ
ロ
グ
(
最
終
ペ

l
ジ

に
名
前
を
掲
載
)
を
贈
呈

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ

*
事
務
、
企
画
、
広

報
な
ど
の
準
備
活
動
*
宿

舎
整
備
、
食
事
ス
タ
ッ
フ
、

英
語
通
訳
な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
ボ

l

タ
1
墓
場
設
営
、
語
、
会
場
案

内
、
作
品
制
作
助
手
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
サ
ボ
1
タ
1

。
一
般
制
作
参
加
者
心
地
よ
い
森

の
中
で
、
自
由
に
自
分
を
表
現
し
て

み
ま
せ
ん
か

実
施
時
期

日

月

9
日
倒
か
ら
日
日

出
・
:
作
家
受
け
入
れ
・
制
作
準
備
期

間
、
日
日
側
か
ら
辺
日
出
:
・
公
開
制

作
期
間
、
お
日
細
か
ら
ロ
月
7
日
制

.
:
完
成
作
品
展
示
期
間

場
所
布
佐
市
民
の
森
、
相
島
の
森
、

相
島
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
宮
ノ
森
公
園
、

布
佐
下
多
目
的
広
場

主
催

我
孫
子
野
外
美
術
展
実
行
委

員
会

申
し
込
み
・
圃
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
機
庭
宮
附

7
1
8
9
1
0
3
2
4
E
メ
l
ル

8
0
H
S
@
F
2
5包
r
o
B
へ

第
お
回
青
少
年
キ
ャ
ン
プ

J
引
】

畠
U
V

予鰍
…

ιm-llI! 

「
あ
そ
ぶ
!
ま
な
ぶ
!
大
自
然
!」

を
テ
1
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
じ
て
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、
友

情
の
輸
を
広
げ
ま
す
。

日
程

8
月
辺
日
幽
か
ら
担
日
制

E富副園施師園田由彊個既畠値観園|

(
2泊
3
日
)

場
所
国
立
磐
梯
背
年
の
家
(
福
島

県
)

対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
小
学
校

4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
、
先
着

初
人

参
加
費

1
万
5
0
0
0
円

共
催

我
孫
子
市
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
、
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

毒
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
、
保
護
者
名
、
「
脅
少
年
キ
ャ

ン
プ
参
加
希
望
」
を
明
記
し
、
〒
2

7
O
I
l
l
6
6
我
孫
子
1
6
8
4

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1
へ

勝子市民図書館利用者懇談会ちび‘っ子ラク、ビーファン集まれ

利 用 者 の 皆 さ ん の

ご意見をお聞かせください-naz-

-
m
H
H
u
-

-
四

H
H
u
-

-ns
，L-

h

仰，
司
，

A
n

'
l由

/圃，，
e-

H
M『

u

u
n
q
'
 

av
 

・F
1

・
M
M
V
 

晶
且

mw 目指すために、利用者の皆さん

の声に耳を傾け、市内図書館の

運営に反映させる場として懇談

会を開催します。

日時・場所 7月19日出午後

1時から2時30分、アビスタ
定員先着 140人

申し込み不要(直接会場ヘ)

固 市民図書館07184・1110

アビスタのオープンとともに

市民図書館が新装して1年余り。

この間市民図書館は、図書館

サービス計画に基づき、夜間開

館の実施、ホームページの開設、

視覚障害者への対面朗読など、

サービスの充実に努めてきまし

さらに利用しやすい図書館を

員による迫力あるデモンス 卜レーション③み

んなで楽しめるゲーム・クイズ④NECラグ

ビ一部員によるショータイム、抽選会ほか

入蝿料無料

主催 NECラグビーフッ トポール部

固 NEC我孫子支援部ラグビーフェスタ事務

局o7185-7055 (当日は07185・7111)

今年の日本選手権で優勝した日本一のラグ

ビ一部員たちが、地域の皆さんやちびっ子の来

場をお待ちしています。

日時 7月19日出午後4時30分から8時

場所 NEC我孫子事業場内ラグビーグラウン

ド(雨天の場合は20日)

内容 ①高校生親善試合 ①NECラグビー部

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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G貧
弱
包〉

急
構

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で

か

け

て

み
ま
ぜ
ん
か

男
声
合
唱
団
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
グ

・

フ
ォ
ッ
ク
ス
第
ア
固
定
期
演
奏
会

日

7
月
初
日
制
凶
時
開
演

所

市

民
会
館

曲
目

シ
l
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
、
日
本

民
謡
ほ
か

費

8
0
0
円
(
全
席
自
由
)

圃

市
川
宮
7
1
8
8
・
3
8
6
2

児
玉
洋
介
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

-ー-
日

7
月
四
日
働
時
時
却
分
開
演

所
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

出

児
玉
洋
介
さ
ん
(
テ
ノ
ー
ル
)
、

ウ
ル
リ
ヒ
・
ホ
1
フ
マ
ン
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
)
、
熊
坂
牧
子
さ
ん
(
語
り
)

湯
川
和
雄
さ
ん
(
フ
ル
ー
ト
)
ほ
か

費
前
売
り
3
0
0
0
円
(
高
校
生

以
下
2
0
0
0
円
)
、
当
日
3
5
0

0
円
(
高
校
生
以
下
2
5
0
0
円
)

〈
全
麿
自
由
)

入
場
券
販
売
所

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が

圃

川
上
告
7
1
8
2
・
6
2
1
8

t1 怠

米
良
美
一
リ
サ
イ
タ
ル

第 1096号

日

日

月
1
日
回
目
時
開
請

所

森
の
ホ
1
ル
幻
(
松
戸
市
)

出

米
良
美
一
さ
ん
(
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
1
)

曲
目

幸
福
な
面
影
よ
(
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
)
、
君
が
欲
し
い
(
サ
テ
ィ
)
、

ア
リ
ラ
ン
(
韓
国
古
謡
)
ほ
か

費

S
席
5
0
0
0
円、

A
席
4
0

0
0
円、

B
席
3
0
0
0
円

圃

持
川
宮
7
1
4
5
・
6
8
9
1

日
・・・
日
時

所
・・・場所

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

ミ
ュー
ジ
カ
ル
芙
狗
の
か
く
量
」

日

8
月
日
日
側
げ
時
初
分
間
演

所

市
民
会
館

肉

親
と
子
が
環
境
を
語
り
合
え
る

冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

(
個
我
孫
子
脅
年
会
議
所
創
立
初
周

年
記
念
公
演
)

費

2
0
0
0
円
(
小
・
中
学
生
1

0
0
0
円
)
〈
5
歳
未
満
入
場
不
可
〉

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、

春
芳
園
、
フ
ロ
l
リ
ス
ト
花
し
ま
、

荒
井
喬
庖
、
亙
尽
一
事
務
器
、
新
木
石

油
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
湖
北
庖
、

c
v
s

す
え
ひ
ろ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
布
佐
庖

※
当
日
券
は
日
即
時
か
ら
会
場
で
販
売
。

圃

川
田
宮
7
1
8
7
・
3
3
2
1

ホ
1
ム
ペ

1
ジ

ze一¥
¥
ω
σ
停
O
E

nF件
一
可
・
』
℃
¥
岱
』
吋

c
n
ω
H釦
¥

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
工
ス
夕

日
・
所

7
月
日
日
働
日
時
1
日
時
、

柏
駅
東
口
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
2
階
入
口

内

生
徒
が
製
作
し
た
雄
容
問
、
染

め
物
、
陶
砲
器
な
ど
の
販
売

圃

岡
山
字
国
・
田
辺
宮
7
1
4
8
・

0
2
0
0
 

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

子
ど
も
の
た
め
の
科
学
実
験
講
座

日
・
所

7
月
初
日
制
・

8
月
6
日

制
日
時

i
u時
、
ア
ピ
ス
タ

内

磁
石
や
磁
力
線
の
実
験
、
磁
石

で
羽
が
動
く
パ
タ
リ
ン
チ
ョ
ウ
の
標

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

出
・:
出
席
者
・

出
演
者 本

づ
く
り
講
師
:
・坂
口
美
佳
子
さ

ん
(
科
学
読
み
物
研
究
会
)

対

市
内
在
住
の
小
学
校
4
年
生
i

中
学
校
3
年
生
、
各
日
先
着
犯
人

費

1
0
0
円
(
材
料
代
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
し
、
〒
2
7
0
1
1
1

4
7
若
松
お
の
4
市
民
図
書
館
科
学

実
験
講
座
宮
7
1
8
4
・
1
1
1
0

水

と

遊

ぶ

生

け

花

新
し
い
感
覚
で
花
を
生
け
よ
う

日
・
所

7
月
ロ
日
出
9
時
記
分
S

U
時
初
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

ア
ル
ミ
線
の
動
き
を
生
か
し
た

楽
し
い
生
け
花

対
小
・

中
学
生
、
先
着
M
人
(
小

学
校
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

費

6
0
0
円
(
材
料
代
)

持

工
作
用
ハ
サ
ミ
、
ぞ
う
き
ん
、

新
聞
紙
、
ご
み
袋

申
・
圃

電
話
で
7
月
1
日
9
時
か

ら
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

日
・
所

①
7
月
幻
日
嗣
湖
北
地
区

公
民
館
②
7
月
お
日
出
ア
ビ
ス
夕
、

9
時
初
分
i
u時

内

木
の
枝
を
使
っ
た
虫
、
動
物
、

お
面
な
ど
の
製
作

対
小
・

中
学
生
、
①
先
着
M
人

②
先
着
却
人

費

1
0
0
円
(
材
料
代
)

持

カ
ッ
タ
ー
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
い

も
の
(
ひ
も
、
ボ
タ
ン
、
ピ

1
ズ
等
)

申
・
圃

電
話
で
7
月
1
日
9
時
か

ら
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
・
所

8
月
四
日
開
、
我
孫
子
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
(
雨
天
実
施
)

対

市
内
在
住
の
方
、
1
6
0
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

3
0
0
0円

対
・
:
対
象
・

定
員

持
・・・持参

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
引
胃
混
食
タ
プ
ル
ス
大
会

日
・
所

7
月
幻
日
側
8
時
却
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種
目
混
合
ダ
ブ
ル
ス
1
・
2
・
3

部

(
1
・
2
部
は
オ
ー
プ
ン
、

3
部

は
初
心
者
)

対

中
学
生
以
上
の
方

費

1
人
1
2
0
0
円
(
中
学
・
高

校
生
6
0
0
円
)
〈
当
日
徴
収
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
種
目
、

2
人
の

住
所
・
時
勾
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
口
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1

7
5
背
山
台
4
の
9
の
日
間
信
幸
宮

7
1
8
4
・
8
1
0
8
(問
い
合
わ

せ
は
四
時
1
2時
)

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

エ
ク
セ
ル
・

C
A
D
講
座

日
・
内

①

君

主

入

門

8
月

議

4
日
開
・

5
日

ω
②
C
A
D
初
級

銅
山

7
日
同

8
日
働
、

9
時

込

時

の

所

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

回一

n

対

①
日
人
②
図
面
の
読
め
る
方
、

.
，

m人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

①

9
7
6
円
②
無
料

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を

明
記
し
、

7
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
l
-
6
3
久
寺
家
6
8
4
の
1

!

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

一宮

圃

同
校
宮
7
1
8
4
・
6
4
1
1

一ザ

雇
用

・

能

力

開

発

機

構

川

求
職
者
向
け
無
料
パ
ソ
コ
話
習
会
如

回

目

月
S
来
年
3
月
ま
で
の
3
日

以

問

(
1
コ
l
ス
四
時
間
)

似

所

明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

匁

牛
久
教
室

(
J
R牛
久
駅
徒
歩
1
分
)

鉛

内

初
級
パ
ソ
コ
ン
、
初
級
ワ
1
ド、

-
副
市

初
級
エ
ク
セ
ル
、
中
級
ワ
l
ド
、
中

川
引
ペ

級
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

G
Z

対

求
職
中
の
臼
歳
以
下
の
方

撞

費

無

料

(

テ

キ

ス

ト

代

は

別

途

)

似

ー

※
日
程
や
申
込
+
刀
法
な
ど
、
詳
し
く
万

は
牛
久
教
室
予
約
セ
ン
タ
ー
宮
0
2

サ

9
・
8
7
2
・
1
7
8
0
へ
(
月

s

w

金
曜
日
の
9
時
初
分
i
M時
初

分

)

{

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

主
・
:
主
催
・
共
催

※
プ
レ
l
費
(
約
2
万
円
)
と
昼
食

代
な
ど
は
各
自
負
担

続
技
方
法
時
ホ
l
ル
(
新
ペ
リ
ア

方
式
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ

(
l
人
1
枚
)

'e民
リ

に
大
会
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
明
記
し
、

7

月
日
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
1

1
古
戸
6
9
6教
育
委
員
会
体
育
課

宮

7
1
8
7
・
7
5
5
5

市

民

水

泳

教

室

日

7
月
お
日
制
・
お
日
働

-m日

開
・
初
日
制
・
目
白
山
川
口
時
日
分
5

日
時
却
分
(
全
5
回
)

所

市
民
プ
1
ル
(
雨
天
実
施
)

対

四

歳
以
上
の
初
心
者
の
方
、
先

着
加
入

費

1
0
0
0
円

(
5
回
分
)

主
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、

ふ"。告

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

性
別
を
明
記
し
、

7
月
日
日
必
着
で

〒

2
7
0
1
1
1
5
8
船
戸
3
の
7

の
U
中
村
史
子
宮
7
1
8
2
・
3
7

F
O
マ
'

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日

7
月
お
日
出
5
時
、
市
役
所
正

面
玄
関
前
出
発
(
雨
天
実
施
)

所

磐
梯
・
猫
魔
ヶ
岳
(
雄
国
沼
周

辺
)
8
M
コ
l
ス
(
約
4
1
5
時
間
)

対

市
内
在
住
の
小
学
校
4
年
生
以

上
の
方
、

ω人
(
応
募
者
多
薮
の
場

合
は
抽
選
)

費

2
0
0
0
円
(
中
学
生
以
下
1

5
0
0
円
)
〈
保
険
料
を
含
む
)

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持

弁
当
、
帽
子
、
飲
み
物
、
雨
具

申
・
圃

ハ
ガ
キ

(
1
枚
4
人
ま
で
)

に
教
室
名
、
全
員
の
住
所
・
吋
符

電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、

7
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-

-
1古
戸
6
9
6
教
育
委
員
会
体
育

課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

費
・
:
費
用

申
・・・
申
し
込
み

※相談名が色付きのものは予約制です。

相談名 日 時 場 所 問い合わせ

3日(木)、8日(火)、10日(木)、15日(火)、 市民相談室
秘書課

法 律 キ目 =au， 矢 17日(木)、22日(火) 9:30-15:30 I (本庁2階)

※予約は7月1日(火)8時30分から電話で秘書課ヘ
内綜269

県民無料法律相談 11日(金)、25日(金)13:00-16:001(喜男界都)東葛飾地域

s県o民nセ-36ン5叩タ0-8 (民事) ※予約は相該自の過の最初の平日の9時から電話で杭Eヘ
税 務 キ目 =au， 矢 18日{金} 10:00-15:00 収税 課 収税課

※予約は7月14日(月)8時30分から電話で収税課へ 内線341
人 権 相 談 24日(木) 10:00-15:00 酉別館2陪面積室 生活支援課
行 政 相 談 24日(木) 10:00-12:00 

市民相談室
秘書課

不 動 産 相 談 18日(金) 10:00-15:00 都市計画課
住 'セ晶『 相 談 11日(金) 10:00-15:00 消費生活センター 内線553
交通事故相談 14日(月) 10:00-15:00 交通整備課 交通整備課

'L' の キ目 談 3日(木) 13:30-15:40 福祉総合相談室 福祉総合相接室
酒 害 相 談 4日(金) 13:30-15:00 内線393

4カ 月 児 相 談 1 .8日(火) 9:00-9:回受付
保健センター

保健センター

育 児 相 談 16日(水} 9: 15-10:00受付 ア ビ ス タ
87187・1131

未熟児等発達相談 24日(木)13:15-14:00受付
療 育 相 談
アルコーJ哨みごと相談 7日(月) 14:00-16:00 柏保健所

相保健所

心の健康相談 4・11・16・25日 14:00-16:00 87167-1255 

女性クリーック相談 婦人科...8日(火) 内科…15日(火)

健 康 相 談
4日(金) 10:00-11: 15 つつじ荘 つつじ荘
11日(金) 10:00-11: 15 西部福証セン9-西部福祉セン9-

健康生きがいづくり相談 8.22日(火) 10:30-16:00 
祉会福祉協議会7日(月) 9:00-15:00 

心配ごと相談 14日(月) 9:00-15:00 保健センター
祉会福祉協議会

28日(月) 9:00-15:00 布佐市民センター
87184・1539

結 婚 相 談 6・20日(日) 10:00-14:00 祉会福祉協議会

教室名 日 時 定員 参加費 持参・備考

牛乳1'¥"Jクでハガキ
11日(金}1O:00N12:00 5人 初O円パスヲオルまたはヲオル2故

作り教室

裂き織り教室
① 9・ 3~12・∞ 各国 日O円1m四方の古布、ハサミ15日(火}@liuか15:306人

小袋作り教室
16日(水}1O:00N15:00 7人 初O円初αnx40cmの無ti!!・柄布

(かぼちゃの小物入れ) 各1故、裁縫道具、昼食

木工教室(ミニ椅子)17日(木}1O:00N12:00 5人 初O円なし

刃研ぎの講習会 19日(土)①10:0か12:∞ 各国
初O円包丁(2本以内)

(包丁研ぎ) @13:0か15:印〕 5人
トールペインティング

20日(日)1O:00N12:00 7人 日O円
丸筆・平筆各2本、色

教室(夏休み親子教室) 付けするもの

おしゃれ教室
23日(水}1O:00N15:00 7人 初O円

蜘咽方のキlレティングか冬物生地、
(牛乳パックで正座用ミニイス) 布ガムテース制魁具、昼食、ハサミ

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

申し込み 電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに、ふれあい工房運営協
議会87186-5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセjレの場合は

必ずご連絡を。キャンセjレ待ちの方は、開催目前日にご連絡ください)

。リサイクルアドバイザー

*木工アドバイザー…休館日を除く毎日10時""17時
*家具リフォーム ・リペア相談…毎週日曜日13時""16時
*おもちゃの病院…毎週日曜日13時""16時
*おしゃれアドバイザー…5週目を除く毎週水・木曜日10時""15時
*牛乳パνクでハガキ作り相談…第2金曜日13時""15時
*裂き織り相談・・・第3金曜日10時""15時 / 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
機
会

料
理
講
習
「
房
総
祭
り
寿
司
」

日
・
所

7
月
辺
日

ω
9時
加
分
S

U
時
、
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

肉

祭
り
寿
司
、
お
眠
い
物
、
和
え

物対

先
着
却
人
(
親
子
で
の
参
加
可
)

費

5
0
0
円
(
保
育
あ
り
)

持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

申
・
圃

電
話
か
直
接
、
同
近
隣
セ

ン
タ
ー
宮
7
1
8
9
・
3
7
4
0

-ー-
和

を

楽

し

む

i
ゆ
か
た
の
着
つ
け
i

日
・
所

7
月
日
日
働
四
時

s
n時、

ア
ビ
ス
タ

内

ゆ
か
た
の
着
つ
け
指
導
(
薩
摩

町
町
一
瞥
の
演
奏
、
抹
茶
和
菓
子
付
き
)

対

先
着
加
入

費

7
0
0
円

持

ゆ
か
た
一
式
(
な
く
て
も
可
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
我
孫

子
こ
ま
ち
会
・
糸
井
宮
削
7
1
8
5
・

4
3
2
2
(電
話
は
却
時
5
2
時
)

.. 
ti 事

絵

本

ひ

ろ

ば

日
・
所

7
月
四
日
働

-n日
ωω

時
S
U時
却
分
、
ア
ビ
ス
タ
(
全
2

回
)

内

手
作
り
絵
本
の
製
作

い

が

ら

し

五
十
嵐

(
柴
崎
台
・

1
歳
2
カ
月
)

わ
が
家
の

。
診
獣
。
ハ
ル
ト
ン

は
、
バ
ナ
ナ
と
電
車
と
あ
風
邑
と

パ
パ
の
抱
っ
こ
が
大
路
き
で
す
。

は
る
と

遥
斗
ち
ゃ
ん

対

1
歳
半
S
未
就
学
の
お
子
さ
ん

の
母
親
、
先
着
目
人

費

1
6
0
0
円

(
2
回
分
)

持

ハ
サ
ミ
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
も

の
さ
し

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

7

月
2
日
9
時
か
ら
プ
レ
イ
ル
1
ム・

小
林
宮
間
0
4
7
・
3
4
6
・
7
6

6
0
 

あ
び

こ
雑
学
ね

っ
と

我
孫
子
の
行
政
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
3

日
・
所

7
月
2
日
制
叩
時

sロ
時
、

ア
ピ
ス
タ

内

手
賀
沼
浄
化
の
話
と
船
上
見
学

(
北
千
葉
導
水
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ド
ロ

議
船
、
手
賀
沼
ピ
オ
ト
1
プ
ほ
か
)

費

3
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
で
益
宮
問
7
1
8
4
・
2
9
3

6
E
メ
1
ル

-
Q
O
W
2
5
8
c
@

F
O汁
口
同
釦
己
・
の
O
口
同

市
民
が
つ
く
る
図
書
館
の
会

図

書

館

見

学

会

日
・
所

7
月
3
日
同
9
時
却
分
J

R
藤
代
駅
改
札
口
集
合
、
ロ
時
解
散

予
定

見
学
先

藤
代
町
中
央
図
書
館

費
無
料
(
求
通
費
は
各
自
負
担
)

圃

馬
渡
宮
7
1
8
9
・
5
0
2
5

自k
JII ~ 

隠
る
か

桜
佳
ち
ゃ
ん

(
新
木
・

1
歳
3
カ
月
)

甘
え
ん
坊
で
泣
き
虫
で
す
が
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
甘
い
も
の
を
直

べ
て
い
る
と
き
は
ご
機
嫌
で
す
。

傾
聴
の
学
び
講
座

日
・
所

8
月
2
日・

9
日
・
初
日
・

9
月
日
日
の
土
曜
日
目
時

S
U時
却

分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
相
(
全
4
回
)

内

在
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た

め
の
学
習

対

必

人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

3
0
0
0
円

(
4
回
分
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
志
望
動
機
を
明
記
し
、

7
月
日
日
消
印
有
効
で
〒
2
7
7
1

0
8
2
3
柏
市
布
施
新
町
3
の
ロ
の

3
と
う
か
つ
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会

圃

宮
坂
官
7
1
3
2
・
8
2
2
5

ぼ
し
ゅ
う

我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
会
員

例
会
の
日

毎
月
第
3
土
曜
日
の
午

前
(
ほ
か
分
科
会
な
ど
臨
時
開
催
)

内

市
内
の
ま
ち
な
み
と
自
然
の
都

市
景
観
を
育
て
る
た
め
の
調
査
、
研

究
、
啓
発
、
計
画
づ
く
り
活
動
な
ど

対

市
内
在
住
で
、
景
観
活
動
に
興

味
の
あ
る
方

費

年

額

2
0
0
0
円

申
・圃

電
話
で
音
揮
官
7
1
8
4
・

2
8
5
6
(
日
時

s
m時
)

あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り

参

加

団

体

・

個

人

あ
ぴ
こ
子
ど
も
ま
つ
り
(
叩
月
お

日
出
ア
ビ
ス
タ
で
開
催
予
定
)
に
参

加
す
る
団
体
と
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

第
1
回
実
行
委
員
会
の
日
・
所

7

月
5
日
出
比
時
、
教
育
委
員
会
会
議

室
(
水
道
局
4
階
)

内

ま

つ
り
の
企
画
・
運
営

圃

前
野
宮
7
1
4
9
・
5
1
4
8

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
週
火
昭
日
目
時
初
分
i

m時
却
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

費

月

額

2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

鎌
田
宮
7
1
4
9
・
3
8
3
1
ま
た

は
直
接
会
場
へ
(
電
話
は
四
時
j
)

お
し
ら
ぜ

家
庭
ご
み
の
収
集
を
民
問
委
託

約
半
分
の
地
域
で
本
日
か
ら

市
で
は
、

7
月
1
日
か
ら
市
内
約

半
分
の
地
域
の
家
庭
ご
み
の
収
集
業

務
を
民
問
委
託
し
ま
し
た
。

委
託
先
は
、
我
孫
子
市
廃
棄
物
処

理
協
業
組
合
で
、
市
の
分
別
収
集
を

熟
知
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
許
可
業
者
8
社
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。な

お
、
収
集
日
や
ご
み
の
分
別
・

排
出
方
法
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

8
7
1
8

1
・
5
3
7
4

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「全
額
免

除
」
と
「
半
額
免
除
」
が
あ
り
、
一

定
の
基
準
に
該
当
し
た
場
合
に
認
め

ら
れ
ま
す
。

申
請
し
て
該
当
し
た
場
合
に
は
、

申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
承
認

さ
れ
ま
す
。
す
で
に
平
成
日
年
6
月

ま
で
承
認
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引

き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
、

8
月
末
ま
で
に
再
申
請
が
必
要
で
す
。

圃
・
申
請
場
所
国
保
年
金
課
年
金

担
当
・
内
3
2
6

湖
北
中
学
校
生
徒
の

手
作
り
絵
本
を
展
示

日

7
月
8
日
ω
5
7月
日
日
働

所

ア
ピ
ス
タ
(
市
民
図
書
館
入
口

付
近
)

圃

湖
北
中
学
校
・
木
内
包
7
1
8

8
・
2
0
4
2

悪
質
な
下
水
道
点
検
・

清
掃
業
者
に
ご
注
意

最
近
、

「宅
地
内
の
下
水
道
の
排

水
設
備
を
点
検
・
清
掃
し
ま
す
」
な

ど
と
、
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
各
家
庭
を
回
り
、
料
金
を
請
求

す
る
業
者
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
依
頼
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

圃

下
水
道
課
・
内
線
5
3
5

若
年
者
就
職
支
援
合
同
面
接
会

日
・
所

7
月
口
日
同
日
時
初
分
i

M

即
時
、
プ
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
相

対

求
職
中
の
却
歳
未
満
の
方

申

事
前
に
ハ
ロ
1
ワ
1
ク
松
戸
職

業
相
談
部
門
(
松
戸
駅
西
口
徒
歩
約

3
分
)
へ
直
接
ま
た
は
当
日
会
場
へ

圃

ハ
ロ
l
ワ
ー
ク
松
戸
企
画
・
情

報
部
門
宮
0
4
7
・
3
4
8
・
6
1

0
0
 

※
参
加
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
同

求
人
部
門
宮
0
4
7
・
3
6
7
・
8

6
0
9
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仕
事
探
し
の
悩
み
ご
と
は

県
民
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

県
民
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
相
談
員
と
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
、
仕
事
探
し
に
つ
い
て
の

相
談
を
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
。
(
職

業
紹
介
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
)

患

と
つ
寵

2
0
0
3
年
柏
ま
つ
り

日
・
所

7
月
お
日
出
・
幻
日
制
比

時
5
2
時
、
相
駅
周
辺

内

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
&
花
自
動
車
パ

レ
ー
ド
、
柏
ね
ぶ
た
パ
レ
ー
ド
ほ
か

主
・
圃
柏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
宮

7
1
6
2
・
3
3
1
5

相
駿
日

月
曜
日
S
金
曜
日
9
時
S

口
時
(
受
け
付
け
は
日
時
ま
で
)

所
・
連
絡
先

東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
(
松

戸
市
小
根
本
7
・
東
潟
飾
合
同
庁
舎

3
階
)
宮
0
4
7
・
3
6
1
・
4
0

1
6
、
千
葉
セ
ン
タ
ー
(
千
葉
市
中

央
区
長
洲
・
県
庁
南
庁
舎
1
階
)
宮

0
4
3
・
2
2
3
・
5
7
3
5

圃

商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
4

移
動
図
書
館
新
木
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

8
月
か
ら
巡
回
時
間
を
変
更

移
動
図
書
館

「そ
よ
か
ぜ
号
」
の

新
木
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
新
木
北
公

園
)
の
巡
回
時
聞
を
、

8
月
か
ら
U

時
叩
分
S
M時
mw
分
(
現
行
は
M
時

i
H時
却
分
)
に
変
更
し
ま
す
。

圃

移
動
図
書
館
宮
7
1
8
7
・
0

9
0
9
 

献
血
に
ご
協
力
を

日

7
月
9
日
制
叩
時
S
U時
必
分
、

日
時
1
日
時
初
分
(
雨
天
実
施
)

所

J
R
湖
北
駅
北
口
駅
前
広
場

主
商
工
会
女
性
部

圃

我
孫
子
市
商
工
会
宮
7

1
8

2
・
3
1
3
1

0
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野

田

市

合
壁
面
念

・
春
風
亭
小
朝
狙
演
会

8
月
日
日
側
M
時
開
演

野
田
市
文
化
会
館

S
席
3
0
0
0
円、

A
席
2
5

0
0
円
(
全
席
指
定
)

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

入
場
券
販
売
所

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

野
田
市
文
化
会
館
、
脱
げ
ホ
l
ル
3

階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ
ス
コ
ノ

ア
庖
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ほ
か

主
・
圃
野
田
市
文
化
会
館
宮
7
1

2
4
・
1
5
5
5

日費所

移動図書館そよかぜ号底抗d市民図書館 87184・1110
湖北台分館 87187・3055より

曜日日 場 所 時間

司、， . ，・ -ー守、，..~'"曹、 ._噌 司r.咽'‘.，‘.. 
2 

中峠亀田谷公園 13:20-13:50 
場 所 日 時 内 容 |水 . 浅野奇 3号 公 園 14:10-14:40 

市民図書館 10日・24日(木)10:40-11:∞手あそrJ，絵本の読み聞かせほか | 16 柴崎北公園 15:00-16:00 
パーパタイム(対象 :4歳......9歳児)

3 
森の公園 13:20-13:50 

場 所 日 時 内 t円相ヨF 木 . 新木北公園 14:00-14:30 
市民図書館 3日・17日(木) 17 天王台東公園 15:00-16:00 
湖北台分館 11日(金) 16:∞-16:初 素話、絵本の読み聞かせほか

4 
根戸近隣センター 13:20-13:50 

布佐分館 10日・24日(木) 金 . 久寺家あけぼの公園 14:15-14:45 
vミニギャフリー 18 つくし野4号公園東側入口 15:00-16:00 
場所 作 品・ 作者 展示期間

水
9 ケンヲッキーフライドチキ;位車場 14:00-15:00 . 

樹脂粘土とリボンフラワー 7月9日 23 台田池尻公園 15:20-16:00 
湖北台分館 10 あぴこショッピングプラザ前広場 14:00-15:00 花のかべかけ (5点)・・・土居美紀子 8月10日 木

24 白山中学校裏門入口 15:20-16:00 
身体障害者福祉センターツ[絵子画、中劇西・・岡本書江、石井孝志、 6月14日

布佐分館 加々 美京子、倉林昭、辻カ 英巴、藤島E、浜本康春、 金
11 東屋敷公園 14:00-14:30 

増田久、丸恵三、目時敏輔、奇薄由紀子、吉田香代子 8月10日 25 つくし野4号公園東倒入口 15:00-16:00 

市民プラザギャラリー
催し名・ 問い合わせ 日 時

トールペインティング教室 6月27日(金)-7月1日(火)
BLOEM第4回作品展 10:00-18:00 
木村87185・8549 ( 1日は17時まで)

第 1回青海書道会展 4日(金)-9日(水)

10:00-17:00 ( 4 日 I~
小峰87139・1155 13時から、 9日1116時まで)

寺島正蔵写真展 11日(金)-16日(水)
10:00-18:00 (11日Ij

寺島87187・4235 13時から、16日1117時まで)
第40回 19日(土)-22日(火)
我孫子墨絵同好会展 10:00-17:00 
松崎87187-1990 (22日は16時まで)

千葉県北西部地区文化財発表会 25日(金)-30日(水)
貝の今昔物語 10:00-18:00 (25日は
文化課87185-1151 13時から、初日1114時まで)

入場無料

ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ
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康

心
身
障
害
児
の

就
学
・
教
育
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
(
か
も
し
れ

な
い
て
来
年
度
小
学
校
入
学
予
定

の
児
童
や
、
小
中
学
校
に
在
学
中
の

お
子
さ
ん
の
就
学
・
教
育
相
談
を
行

い
ま
す
。
障
害
児
教
育
に
携
わ
る
先

生
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

7
月
お
日
側
、
お
日

ω、
羽
田
闘
い
ず
れ
も
午
前
日
時
、

午
後
1
時
、
午
後
2
時
初
分
、
保
健

セ
ン
タ
ー
(
費
用
無
料
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
7
月
日
固

ま
で
に
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮

7
1
8
5
・
1
1
5
1
へ

-ー-
原
爆
被
爆
者
に
見
舞
金

要
件

被
爆
者
健
康
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
で
、

7
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

t1 怠

きらめきデイザーピスの怠知らせ
市では、高齢者の地域安流や社会参加の場として、気軽に立ちよれおしゃべりな

どができる「きらめきデイサービスJを市内 15力所で開設しています。皆さんお誘

い合わせのうえ、参加してみませんか。

固介護支援諜・内線413

第 1096号

福

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
日
・
場
所

7
月
1
日

ω・:
我

孫
子
駅
・
天
王
台
駅
、

2
日
制
:
・湖

北
駅
・
布
佐
駅
い
ず
れ
も
午
後
6
時

か
ら
7
時

圃
生
活
支
援
謀
宮
内
線
・

3
7
7

初
心
者
の
た
め
の
手
話
講
習
会

日
時

7
月
ロ
日
、
日
日
、
お
日
、

8
月
お
日
、
初
日
い
ず
れ
も
土
曜
日

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
却
分
(
全

5
回
)
〈
参
加
無
料
〉

場
所
市
民
会
館
、
天
王
台
北
近
隣

セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容

初
心
者
向
け
の
手
話
講
習
と

聴
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
の
体
験
談

対
象

原
則
と
し
て
全
日
程
に
出
席

で
き
る
方

主
催
我
孫
子
市
ろ
う
あ
協
会

申
し
込
み
・
圃

7
月
6
固
ま
で
に

電
話
で
鈴
木
宮
7
1
6
9
・
2
6
7

7
か
、
フ
ァ
ク
ス
で
下
回
附
7
1
8

4
・
3
2
1
5
へ

障
害
者
を
対
象
と
し
た

一
日
体
験
入
校

日
時
・
場
所

7
月
白
日
側
、

8
月

1
日
働
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

(
い
ず
れ
か
1
日
)
、
千
葉
県
立
障
害

者
高
等
技
術
専
門
校
(
参
加
無
料
)

内
容

。
身
体
障
害
者
の
方
々
を
対

象
と
し
た
科
:
・O
A
事
務
科
、
製
版

科
、
電
子
機
器
科
、
洋
裁
科
、
建
築

設
計
科
@
知
的
障
害
者
の
方
々
を

対
象
と
し
た
科
:
・縫
製
実
務
科
、
木

工
実
務
科

対
象

入
校
を
希
望
す
る
、
障
害
の

あ
る
方
、
各
科
加
入

※
申
し
込
み
名
薮
の
場
合
は
抽
選

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
希

望
日
、

A
又
講
科
名
(
第
1
・
第
2
希

望
)
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
日
日
必

着
で
〒
2
6
6
1
0
0
1
4
千
葉
市

緑
区
大
金
沢
町
4
7
0
千
葉
県
立
障

害
者
高
等
技
術
専
門
校
宮
0
4
3
・

2
9
1
・
7
7
4
4
へ

名称・実施場所 開催日時・費用 代電表話者番名号

天子福山ふれあいサロン 第第1金火曜曜日午午前前10時時~午後午2時参、
3 日 10ffi!j"，正 、加

田宅(つくし野1の4の7) 費1固100円 福田

並木ふれあいサロン 第参加4費金曜1回日午10前01円0閏'"11閏30分、
7182-2772 

並木小学校

湖湖北北台西台小西ふれあいサロン 第参加4費水曜1回日午10前01円0閏'"11閏30分、稲71勝88-2746 小学校

湖湖北地北地区ふ区公れ民あ館いサロン 第参加3費金曜1回日午10前01円0閏'"11閏30分、井川
7188-3736 

手賀pふれ川口ン 第参加1・費3木1曜回日1午00前円10時'"11時30分、藤71巻82-5810 アスタ
我孫子第一小ふれあいサロン 第2火曜日午前10閏'"11閏30分、花谷
我孫子第一小学校 参加費1回100円 7184・2962

我孫我子第二小ふ小学れ校あいサロン 第参加1費水曜1回日午10前01円0鴎'"11閏30分、阿71部85-0613 孫子第一

根戸根戸ふ福れ祉あいサロン 第参加2金費曜1回日午10前01円0鴎'"11閏30分、 永沼
センター 7183・6797

つくしの北サロン 第参 十 3火曜日午前 10閏~正午、 松井
つくし野北自治会第一集会所 加無料 7184-3600 

湖湖北北台台団地団ふれあいの会 第参加3無金曜料日午前10時'"11閏30分、
滝71井88-4811 地集会所

さっきの会 社布会佐観地域止協福議祉会活)動室 第加2火費曜1回日午前10閏'"11時30分、 鳥居
(布佐地区 参 100円 7189・2648

ミーデイホームオアシス 毎週月・参火加・費木1曜日午前10(食時事代~紙午) 宇田川
宇田川宅(根戸1218) 後4時 、 固500円 7182-7016 

つどいの家並木 毎後週4時火、・参木加・無土料曜日午前 10時~午迫田
並木8の16の8 7182-9322 

つ五いの家白山 料毎日午前 10閏~午後4時、参加無
薮71崎82-6831 山1の1の11

つどいの家舗湖北台台 毎10週時月~午・水後3・時木、・参金加・無土料曜日午前石井
石井宅 北 3の15の11) 7188・1303

見
舞
金
の
額

1
万
円

申
請
方
法
・
圃

被
爆
者
健
康
手
帳
、

印
鑑
を
持
参
し
、

7
月
辺
日

ωま
で

に
生
活
支
援
課
(
市
役
所
西
別
館
2

階
)
・
内
線
3
7
7
へ

※
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間

。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
。
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
あ
わ
せ
て
犯
罪
や
非

行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
法

務
省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

我
孫
子
市
寒
施
委
員
会
で
は
、
強

調
月
間
の
活
動
と
し
て
、
駅
頭
で
賦

蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
運
動
へ
の
ご
協

県
立
千
塞
盲
学
校
の
教
育
相
談

日
時

乳
幼
児
か
ら
小
学
生
:
・毎
週

水
曜
日
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
:
・適

宜
、
成
人
(
理
療
科
)
:
・毎
週
水
曜

日
い
ず
れ
も
午
前
日
時
か
ら
正
午

※
「
理
療
科
」
は
、
理
療
(
あ
ん
摩
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、
は
り
、
き
ゅ

う
)
を
も
っ
て
社
会
自
立
し
よ
う
と

す
る
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
相
談
や

入
学
に
向
け
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

場
所
県
立
千
葉
盲
学
校
(
四
街
道

市
大
日
4
6
8
の
1
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
同
校
宮
0

4
3
・
4
2
2
・
0
2
3
1
へ

視
力
の
弱
い
児
童
対
象

夏
の
体
験
教
室

県
立
千
葉
盲
学
校
で
は
、
同
校
の

教
職
員
を
中
心
と
し
た
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
視
覚
補
助
器
具
の
紹
介
や

視
力
の
弱
い
児
童
の
保
護
者
な
ど
へ

の
教
育
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
視
覚
障
害
者
生
活
支
援

便
利
グ
ツ
ズ
や
拡
大
教
科
書
の
紹
介

も
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
日
日

ω午
前
9
時
却
分

か
ら
午
後
3
時

場
所
船
橋
市
立
東
部
公
民
館

定
員

犯

人

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
県
立
千
葉

盲
学
校
・
田
中
宮
0
4
3
・
4
2
2
・

0
2
3
1
へ

鑑
札
・
注
射
清
票
の
交
付
が

即
時
に
行
え
る
動
物
病
院
の
追
加

平
成
日
年
4
月
1
日
号

「広
報
あ

ぴ
こ
」
8
面
の

「動
物
病
院
で
も
鑑

札
な
ど
を
即
時
交
付
」
の
記
事
で
、

鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付
が
即
時
に

行
え
る
動
物
病
院
に
追
加
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
追
加
と
な
る
動
物
病
院

名
称
:
・

湖
北
動
物
病
院
所
在
地
:
・湖
北
台

1
の
口
の
1

連
絡
先
:
・
宮
7
1
8

7
・
1
3
3
3

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

}

へそ

健
康
言
、
@
小
児
の
瞬
ヘ
ル
ニ
ア

開
と
き
で
脱
出
し
た
内
臓
に
循
環

障
害
が
生
じ
、
重
篤
な
状
態
に
陥
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
勝
ヘ
ル

ニ
ア
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
最
頓

状
態
に
な
る
こ
と
は
極
点
得
す
。

治
療
の
最
初
の
試
み
は

「紳
創
膏
固

定
」
で
す
。
十
円
銅
貨
を
臓
に
あ
て

て
紳
創
膏
で
固
定
し
、
と
り
あ
え
ず

脱
出
を
押
さ
え
て
お
く
わ
け
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
治
ま
っ
て
出
て
こ
な
く

な
る
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
全
く
放
置
し
て
お
い
て
も
、
小

さ
な
も
の
な
ら
自
然
治
癒
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

3
歳
こ
ろ
ま
で
に
閉

鎖
せ
ず
脱
出
が
続
い
て
い
る
よ
う
な

ら
、
や
は
り
手
術
を
受
け
た
方
が
宜

し
い
で
し
ょ
う
。
手
術
は
安
全
で
す
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
小
児
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
が
外
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
で
鼠

生
後
聞
も
な
い
乳
幼
児
の
臓
や
鼠

径
部
に
盛
り
上
が
り
が
あ
る
の
に
気

付
い
て
、
腫
擦
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
心
配
す
る
お
母
さ
ん
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ヘ
ル

ニ
ア
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
、
体

の
す
き
ま
か
ら
主
に
内
臓
が
皮
下
に

脱
出
し
て
き
て
、
時
に
は
障
害
を
も

た
ら
す
病
気
で
す
。

勝
ヘ
ル
ニ
ア
は
生
後
1
3
2
カ
月

に
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
騰
に
一

致
し
て
前
方
に
突
出
し
た

「
は
れ
も

の
」
を
作
り
ま
す
。
大
き
さ
は
径
1

5
2
仰
の
も
の
が
多
く
、
大
き
い
も

の
で
は
3
1
4
仰
に
な
り
ま
す
。
こ

ド

ν
'レ

れ
に
静
か
に
示
指
を
入
れ
て
み
る
と
、

生
の
弘
ゆ

そ
こ
に
此
が
聞
い
て
い
て
、
何
か
が

出
て
い
る
の
が
分
か
灼
ま
す
。
ヘ
ル

ニ
ア
脱
出
の
場
合
は
、
ヘ
ル
ニ
ア
蝋

。健康づくりうんどう教室
保健センタ-87187・1131
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休日診療所へ
国道356号

成回線

h
p
案
内
図

項 目 期 日 対 象

しあわせ学級 4日・ 11日・ 妊娠20週"'27週
の方 (3日目は

(マタニテイクラス) 18日(金) 両親、家族)

1趣6カ月児鯨擁 3日・10日(木)13年12月生まれ

2趣8カ月児齢晦診 17日(木) 12年11月生まれ

3歳児健康診査 3日・10日(木)11年12月生まれ

離乳食教室
25日(金)

乳児のいる母親
(要予約) (先着30人)

健康いきいき教室 7日・ 14日・
肩こり・腰痛の方

(1 3:∞~13:泊費付) 28日(月)

日 時 場 所

9日(水)9:30-10:30 布(雨佐天時南:布公佐平園和台自治会館)

16日(水)9:30-10:30 
湖北台中央公園
(雨天時 :保健センター)

18日(金)9:30-10:30 
天王台西公園
(雨天中止)

保健センター。各種健診と健康教室

内科 ・小児科 ・歯科
午前9時から11時30分
午後1時から 4時30分
※歯科は午前中のみ

参健康保険証、診療費
休日診療所宮718ワーワ020(診
療時間内のみ)

7月の二次救急病院
(休日・夜間当番病院)

~療科目
受付時間

掃

固

-
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

ぽ
為

6
ゅ
う

径
部
に
膨
隆
を
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た

と
き
に
発
見
さ
れ
、
診
断
は
割
り
と

容
易
で
す
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
の
自
然
治
癒
率
は

日
%
i
m
%と
言
わ
れ
ま
す
が
、
小

さ
い
も
の
な
ら
1
年
以
内
に
自
然
治

癒
し
ま
す
。
生
後
3
カ
月
以
内
に
発

症
し
た
例
で
は
、
眠
頓
率
が
m
w
%と

高
い
の
で
、
早
期
に
手
術
す
る
ほ
う

が
得
策
で
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
バ
ン
ド
の

着
用
で
は
、
あ
ま
り
治
癒
は
見
込
め

ま
せ
ん
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
が
眠
頓
し
た
場
合

は
、
割
と
重
篤
に
な
り
や
す
い
の
で
、

な
か
な
か
還
納
出
来
な
い
場
合
は
、

早
急
に
外
科
を
受
診
し
処
理
を
受
け
、

あ
る
い
は
手
術
を
考
慮
す
べ
き
で
す
。

圃
我
孫
子
医
師
会
宮
7
1
8
8
・

F
b
F
b
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F
b

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。

日 病院 名 電話

6' 21日我孫子聖仁会病院 7188・3111

13日我孫子つくし野病院 7184・2211

20日我孫子東邦病院 7182・8166

27日アピコ外科盤形外科病院 7184・7321


